
  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
昨年、10 月 20 日に、千葉大学院近江屋一朗研究

員の指導のもと、貞元小学校 3～6 年生、保護者、
当委員会を対象に実施した「貞元の自然に気づく
探検に」ついてのパネル「貞元コレクション」を
研究員が作成してくれました。 

このパネルを、いままでに貞元各地区を点検し
たパネルとあわせて、昨年 12 月 1 日～12 月 20 日
の期間、貞元小学校校舎間の連絡通路に展示し、
児童からこれらのパネルを見て、 
感じ（思った）ことへのアンケ 
ート調査を実施しました。 

その結果について、今後の 
まちづくりに活用していきた 
いと考えています。 
 
  アンケートのまとめ 
１．貞元地域全体について、 
どんなことを感じましたか 
（思いましたか） 

〇自然（緑、田んぼ、畑等） 
がきれいですばらしいこと。 
自分たちの知らない場所が多くあった。 

2 自分の住んでいる地域について、どんなことを感
じましたか（思いましたか） 

〇やはり自然について、多くの児童が感じている
ように、田舎の特長にもふれられています。 

３．貞元コレクションについて 
 １）参加した人  
〇ただ、見るだけでなく、におい、味、音など、 

いろいろな点から地域を見たことで、多くの 
発見、体験ができたようです。 
2）参加できなかった人 

〇参加してみたかった人が多いことは、このよう
な体験は必要なことと考えました。 

４．学んだこと（歴史、社会、地理等など）と 
貞元地域について 

〇貞元コレクションの体験、パネルを見て、いろ 
いろなことを知り、自然を守る大切さ、歴史を
学びたいなど新しい発見ができたようです。 

５．これからどんな貞元地域にしたいと思いますか  
〇自然を大事にすることとともに、ゴミ問題に 

関心が高いのは、やはり地域を大切にしたい気  
持ちのあらわれと思います。 
 
ご指導いただいた方からコメントをいただき

ましたのでご紹介します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇齋藤雪彦先生（貞元地域まちづくりアドバイザー） 
 
1.貞元の子ども達は、自然に囲まれながら生活し
ているように思うのですが、具体的な自然とな
ると、都会の子どもと同じように普段あまり接
触していないことが改めて分かりました。そこ
で、ワークショップをやって良かったなと感じ
ました。 

2.自然と接した驚きや喜びが素直に表現されて 
いて主催者側としてうれしく思いました。 

3．「また参加したい」、「参加しなかったが、今度
は参加したい」など、
ワークショップが楽し
かったことが感じ取れ、
やって良かったと思い
ました。 
4．貞元コレクションを
見ての感想ですが、大
人とはまた違う、物事 

（自然や歴史やいろい
ろ）を豊かに感じる心 
が分かり、これからの

貞          まちづくりにも参考に   
なると感じました。 

 
〇近江屋一朗研究員 （貞元コレクション指導） 
 
１．思っていた以上に、子どもたちが貞元の自然
や歴史に興味を持ってくれたことが分かり、う
れしく思いました。 
 特に、歴史的なことに関して、貞元地区が子
どもたちの生まれるずっと前から続いている場
所だということを認識できたことは、地域への
愛着をはぐくむ上でも、大切なことなのではな
いかと思いました。 

２．「店が少ない」「イベントが少ない」「田舎だ」
という意見があったことにも気を配るべきか、
と思いました。 

３．これらの意見はすなわち、「レクリエーショ
ン・楽しみ」への要望だと思いました。 
 それは、都市のように店、カラオケ、ゲーム
センターなどを作ったりしなくても、農村地域
である、貞元らしい別の方法で達成できるので
はないかと考えました。 
子どもたちの主要な意見である、「自然を守りた
い」「歴史を大切にしたい」ということを主軸に
しながら、「楽しい・遊びがある」地域作りをし
ていくことが、子どもたちのためになるのでは
ないかと思いました。 
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１．これまでの経緯 
①むらあるきワークショップ（約３年間） 
地域づくりのやる気力アップと地域資源の発掘 

②地域ビジョンワークショップー地域のビジョン 
策定 

 ・貞元ブランドをつくる 
 ・地域コミュニティを育む 
 ・自然・緑を活かし、都市との交流を進める 
③地域プロジェクト策定ワークショップと実施 
 ・貞元ブランドに向けた勉強会（のし餅、キャ

ベツキムチなど） 
 ・子どもの地域探検（2012 年 10/20 実施） 
 ・花の道を造る（江川花の道 2011 年９月にお披

露目） 
 その他各部会・組織による活動（もったいない

活かそう地域資源、文やっこ農園など） 
→活動の立ち上げ期から展開期へと進化。 
 
2.今後の課題 
課題 A：点から線・面へ 

（まちづくり推進委員会と千葉大との協働） 
当委員会は現在、「江川花の道」と「小香花の道」

の美化を推進しています。ほかにも各団体がそれ

ぞれに貞元地域で環境美化やイベントを開催して

活動しています。 
例えば、郡ダム周辺整備と江川上流の美化は、

「江川四季の会」が、江川下流の美化では「江川

清流会」が行なっています。また、三舟の里案内

所の整備は、「三舟の里コミュニティ推進委員会」

が、お花見ウォークは「実行委員会」が行なって

いる、という状態です。 
これらの取組みは、JA きみつ直売所を含めて

個々には進んではきましたが、それらには相互に

関連性がなく、定常的に来訪者が利用するような

取り組みには至っていない。点をつなげて線・面

として、実体化する必要がある 
⇒提案 
①地域で歩いてもらいたい道を検討する 
②地域の取り組み、歩いてもらいたい道を示した

分かりやすい「貞元マップ」をつくり、印刷し、

君津駅や直売所に置いてもらう。 
 千葉大でこれまでのまちあるきワークショップ

の成果を取りまとめ、貞元マップに活かすこと

も考える。 
③江川花の道、直売所、郡ダム周辺、里の案内所

などに、手づくり（竹や間伐材にて作成）のサ

インボード・案内板を設置し、道しるべとする。 
④学生、都市住民に実際あるいてもらうモニター

ツアーを実施、感想や改善点を出してもらう。 
（交流イベントの実施）。 

⑤上記を含めた観光振興計画の作成 
提案の実作業 

① ②③の検討ワークショップ（実際歩いてコース

タイムを測り、看板の場所を検討する）や③の

看板づくり作業をみんなでやるなどが考えら

れる。②の貞元マップはみなさんの提案を受け、

千葉大で原稿を作成、印刷はまちづくりがする。 
④は千葉大が実務作業 
 
課題Ｂ：これまでのむらあるきワークショップ 
のまとめ （千葉大学で担当） 

 各地区・各班でバラバラである「むらあるきワ

ークショップ」の成果を、まず地区ごとにまと

め、次に全地区のまとめを行う。これに加え貞

元のこれからの方向性について、これまでの５

年間の成果を報告書などにまとめる、貞元憲章

を作る。⇒要は大きな方向性を確認・共有する

モノが必要 
 
課題Ｃ：引き続き地域コミュニティを育む

（まちづくり推進委員会と千葉大で協働） 
「貞元ブランドを創る」、「花の道を整備する」

等は、各部会で自立的に行える目途が立ちつつあ

るが、「地域コミュニティを育む」は一過性のモノ

に終わりがちであり、成果が目に見えにくいこと

もあり難しい課題である。 
従って、引き続き、大学生などの参加も促しな

がら、高齢者の生きがいづくり、地域での居場所

づくり、子ども達の遊び場づくりなど、課題を考

えるワークショップと、実際の交流を促進するイ

ベントを実施したり、あるいは居場所となる「お

茶飲みスペース・小公園」を自分達の手で造って

みる。 
 
おわりに 
 これまでの取り組みを目に見える形でまとめて

いく段階 
 ①課題 A など、これまでの取り組みを活かすた

めの＋αの作業 
 ②むらあるきワークショップや地域ビジョン、

大学のアンケート調査など 
これまでにやってきたことを再度、形にしてま

とめる⇒貞元憲章、パンフレット作成 
 （アドバイザーの齋藤先生がまとめた一部を

変更させていただきました） 

これまでの経緯と今後の課題 

（ ２ ）

  
 

 

 

６０ 





 


	C1001
	C1002
	C1003
	C1004

